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芳沢 謙吉
（外交官、政治家、東京新潟県人会第 4 代会長  1948－1952）

芳沢　謙吉（よしざわ けんきち　1874 ～ 1965）氏は、明治７年１月 24 日 新潟県中頸城郡下堀之内
村（現：上越市諏訪）の地主の家に生まれる。第五中学区高田学校（現県立高田高等学校）、東京
英語学校などを経て東京帝国大学へ入学。1899 年外務省に入省。大日本帝国きっての亜細亜通の外
交官として知られ、日ソ基本条約締結による日ソ国交回復等に関わる。義父は犬養毅であり、犬養
内閣においては外務大臣を務めた。第二次世界大戦終結後に公職追放を受けるが、解除後は 1952
年から３年間駐中華民国大使を務め、辞任後も自由アジア擁護連盟代表、自由アジア協会長として
台湾擁護に奔走した。孫に国際政治学者の緒方貞子、国際法学者で元ニュージーランド大使の井口
武夫、元外務省事務次官や侍従長を務めた川島裕、慶応義塾大学教授で日本の女性国連職員の草分
けである佐々波楊子（旧姓川島）、数学者の芳沢光雄等がいる。1965 年１月５日逝去。享年 90 歳。

◎表紙◎
『七夕風鈴祭☆

天の川巡り』
（五泉市）

撮影場所：五泉八幡宮
提供者：（一社）五泉新観光協会 /
　　　　五泉八幡宮

かつて五泉城があった地に鎮座す
る五泉城跡総鎮守｢五泉八幡宮」。
40以上の多才な神々が祀られ、末
社には織物の姫神を祀る「服部神
社」が鎮まり、七夕の併せ 2011 年
に起きた東日本大震災を機に厄払

いにご利益があるとされる風鈴の
奉納がはじめられた。鎮魂と復興、
世界の平和を願って行われ、今で
は日本全国と世界の風鈴、約 5000
個を収集奉納。令和４年には、風
鈴個人保有数日本一に認定された。

東京新潟県人会［歴代会長］紹介
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画
案
と
収
支
予
算
案
を
資
料
に
基

づ
い
て
読
上
げ
た
。
参
加
者
よ
り

事
業
計
画
に
関
し
、
県
人
会
に
対

す
る
熱
い
思
い
の
あ
る
意
見
も
披

露
さ
れ
た
。
採
決
の
結
果
、
異
議

な
し
の
拍
手
を
以
て
第
三
号
議
案

と
第
四
号
議
案
は
、
原
案
ど
お
り

に
可
決
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
第

五
号
議
案
は
会
則
10
条
の
規
定
に

よ
り
役
員
の
改
選
に
つ
い
て
村
山

副
会
長
か
ら
選
考
経
過
と
結
果
に

つ
い
て
資
料
の
説
明
が
あ
り
、
原

案
通
り
会
長
・
副
会
長
・
監
事
の

役
員
改
選
案
が
、
異
議
な
し
の
賛

成
を
得
て
決
定
し
た
。
引
き
続
き

新
任
役
員
の
紹
介
及
び
挨
拶
、
退

任
役
員
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。
続

い
て
第
六
号
議
案
は
会
則
22
条
の

規
定
に
よ
り
会
則
改
定
案
に
つ
い

て
村
山
副
会
長
か
ら
資
料
の
説
明

が
あ
り
、
原
案
通
り
異
議
な
し
の

賛
成
を
得
て
決
定
し
た
。
議
長
か

ら
こ
れ
を
以
っ
て
議
案
の
審
議
は

終
了
し
た
こ
と
を
宣
言
し
総
会
議

事
を
滞
り
な
く
終
了
。
総
会
終
了

後
、
報
告
事
項
と
し
て
、
一
般
財

団
法
人
東
京
新
潟
県
人
会
館
の
鈴

木
理
事
長
か
ら
県
人
会
館
に
関
す

る
現
状
の
経
過
報
告
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
新
潟
県
知
事
政
策
局
地

域
政
策
課　

犬
塚
礼
子
主
任
か

ら
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

第
二
部
「
懇
親
会
」
で
和
や
か
な

歓
談
の
輪
が
広
が
る

　

総
会
終
了
後
、
総
会
参
加
者
に

よ
る
第
二
部
の
「
懇
親
会
」
が
、

総
務
委
員
会 

鈴
木
清
副
委
員
長

の
司
会
に
よ
り
賑
々
し
く
始
ま

り
、
冒
頭
、
開
宴
挨
拶
を
鏡
副
会

長
が
行
い
、
続
い
て
、
ご
来
賓
の

飯
塚
典
子
様
と
野
坂
俊
之
様
の
祝

辞
を
頂
戴
し
た
後
、
乾
杯
の
発
声

を
阿
部
久
様
が
行
い
、
親
睦
の
宴

が
始
っ
た
。
情
報
交
換
を
含
め
て

歓
談
に
移
り
、
あ
ち
こ
ち
の
テ
ー

ブ
ル
で
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
挨

拶
や
自
己
紹
介
が
盛
ん
に
行
わ
れ

た
。

　

中
締
め
の
挨
拶
を
高
木
信
行
様

が
行
い
、
最
後
に
小
林
英
典
副
会

長
の
閉
宴
の
挨
拶
で
名
残
を
惜
し

み
な
が
ら
午
後
２
時
20
分
に
目
出

度
く
お
開
き
に
な
り
ま
し
た
。

新
潟
市 

東
京
事
務
所

�

所
長　

野
坂　

俊
之　

様

株
式
会
社 

新
潟
日
報
社

�

東
京
支
社
長　

阿
部　

久　

様

（
一
財
） 

東
京
新
潟
県
人
会
館

�

理
事
長　

鈴
木　

輝
雄 

様

　

ご
来
賓
を
代
表
し
て
渡
辺
慎
一

様
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
県
人
会
の
会
則
第
15

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
宮
田
会

長
が
総
会
の
議
長
席
に
着
き
、
議

事
録
署
名
人
に
石
井
正
一
、
鎌
滝

津
江
子
両
常
務
理
事
を
指
名
。

　

審
議
に
入
る
前
に
議
長
か
ら
本

日
の
議
案
の
全
て
は
５
月
12
日
に

開
催
の
合
同
理
事
会
に
於
い
て
審

議
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
報

告
し
議
事
に
入
っ
た
。

第
一
号
～
第
六
号
議
案
ま
で
異
議

な
し
で
承
認

　

第
一
号
議
案
『
令
和
７
年
度
事

業
報
告
』お
よ
び
第
二
号
議
案『
令

和
７
年
度
収
支
決
算
報
告
・
監
査

報
告
』
は
、
互
い
に
関
連
す
る
た

め
一
括
し
て
審
議
す
る
と
し
て
、

令
和
７
年
度
に
実
施
し
た
事
業
概

要
と
収
支
決
算
報
告
を
宮
田
会
長

に
代
わ
っ
て
石
塚
委
員
長
が
添
付

資
料
を
読
み
上
げ
、
監
査
報
告
は

監
事
を
代
表
し
て
和
田
政
雄
監
事

か
ら
「
収
支
決
算
書
は
適
正
と
認

め
る
」
と
の
会
計
監
査
報
告
が
あ

り
、
異
議
な
し
の
拍
手
で
第
一
号

議
案
と
第
二
号
議
案
は
、
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
第
三
号
議
案
『
令
和

８
年
度
事
業
計
画
案
』
お
よ
び
第

四
号
議
案
『
令
和
８
年
度
収
支
予

算
案
』
に
つ
い
て
も
互
い
に
関
連

す
る
と
し
て
一
括
し
て
審
議
す
る

と
し
て
、
総
務
委
員
長
が
事
業
計

　

令
和
８
年
５
月
23
日
（
土
）
午

前
11
時
、
東
京
新
潟
県
人
会
館
２

階
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
東
京
新
潟

県
人
会
第
１
１
６
回
定
時
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
来
賓
を
含
め
て
66
名

が
出
席
し
、
総
務
委
員
会 

石
塚

智
委
員
長
の
司
会
の
下
、
総
会
が

進
行
し
ま
し
た
。

　

総
会
の
開
会
に
先
立
ち
、
昨
年

度
中
に
逝
去
さ
れ
た
会
員（
13
名
）

の
お
名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
全

員
起
立
し
生
前
の
ご
功
績
を
偲
び

黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
開
会
に
当

た
り
開
会
の
挨
拶
を
総
会
実
行
委

員
長
の
及
川
恒
夫
副
会
長
が
行

い
、
続
い
て
、
宮
田
亮
平
会
長
の

挨
拶
の
後
、
総
会
に
ご
臨
席
の
ご

来
賓
６
名
を
紹
介
。

新
潟
県 

東
京
事
務
所

�

所
長　

渡
辺　

慎
一　

様

新
潟
県
知
事
政
策
局
広
報
広
聴
課

�

課
長　

飯
塚　

典
子　

様

公
益
財
団
法
人 

に
い
が
た
産
業

創
造
機
構　

銀
座
・
新
潟
情
報
館

Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｎ
Ｉ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ

�

館
長　

高
木　

信
行　

様

総会議長　宮田亮平会長

来賓挨拶　渡辺慎一新潟県東京事務所長

総会風景

　
　

日
時
：
令
和
８
年
５
月
23
日（
土
）

　
　

会
場
：
東
京
新
潟
県
人
会
館　

２
階
ホ
ー
ル

令
和
８
年
度 

東
京
新
潟
県
人
会
定
時
総
会
開
催

第
１
１
６
回
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東京新潟県人会　会員各位

令和８年５月 23 日

東京新潟県人会
総務委員会

第 116 回  令和８年度  東京新潟県人会定時総会報告

会員の皆様には、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。

さて本総会は５月 23 日に６名の来賓臨席を賜り、下記議案を可決いたしました。

議案内容をご報告いたします。

第一号議案　　　令和７年度 事業報告

第二号議案　　　令和７年度 収支決算報告・監査報告

第三号議案　　　令和８年度 事業計画（案）

第四号議案　　　令和８年度 収支予算（案）

※第一号議案～第四号議案までホームページ掲載

第五号議案　　　役員改選について

　　　　　　　　会　長　宮田　亮平（重任）

　　　　　　　　副会長　鈴木　輝雄（重任）　　　　根津万寿夫（重任）

　　　　　　　　　　　　小林　英典（重任）　　　　村山　政利（重任）

　　　　　　　　　　　　杉山　範子（重任）　　　　及川　恒夫（重任）

　　　　　　　　　　　　鏡　　　實（重任）　　　　水澤　聽允（新任）

　　　　　　　　　　　　齋藤　信夫（新任）　　　　宮田タマ恵（新任）

　　　　　　　　監　事　服部　真吾（重任）　　　　本田 　隆志（新任）

（ 5 ）



第六号議案　　会則改正について

第５条　（3）会報の発行。
（3）会報の発行、ホームページ作成等の広
報活動。（変更）

第７条　２　年会費の改定は総会の議決を
要する。

第７条　２　年会費の改定は総会の議決を
要する。（削除）

第９条　（6）参事　若干名 第９条　（6）参事　若干名（削除）

第 10 条　（2）常務理事は、理事の中から会
長が委嘱する。

第 10 条　（2）常務理事は、理事の中から常
務理事以上の役員２名以上の推薦を経て、
会長が委嘱する。（変更）

第 10 条　（3）理事は、個人会員の中から会
長が委嘱する。

第 10 条　（3）理事は、個人会員の中から理
事以上の役員２名以上の推薦を経て会長が
委嘱する。※なお、郷人会長、地区県人会長、
同窓会長は理事となる。（変更）

第 10 条　（4）参事は、地区県人会・郷人会・
同窓会の推薦により会長が委嘱する。

第 10 条　（4）参事は、地区県人会・郷人会・
同窓会の推薦により会長が委嘱する。（削除）

第 11 条　（4）理事は、理事会を構成し、理
事会の議決に参画する。

第 11 条　（4）理事は、理事会を構成し、理
事会の議決に参画する。本会の運営に関し
て意見を述べることができる。（変更）

第 11 条　（6）参事は行事を補佐し、理事会
に出席し意見を述べることができる。

第 11 条　（6）参事は行事を補佐し、理事会
に出席し意見を述べることができる。（削除）

第４章　名誉会長・名誉顧問・常任顧問・
顧問・相談役・名誉会員

第４章　名誉会長・名誉顧問・常任顧問・
顧問・相談役・名誉会員

（一部削除）

第 15 条　４　議決は、出席個人会員の過半
数で決し、可否同数の時は議長がこれを決
する。

第 15 条　４　議決は、出席個人会員の過半
数で決し、可否同数の時は議長がこれを決
する。（一部削除）

第 16 条　理事会は、会長から承認を求めら
れた本会の会務に関する重要事項について
審議する。

第 16 条　理事会は、本会の運営に関して意
見を述べることができる。（変更）

第 16 条　３　理事会の議決は、出席理事の
過半数で決し、可否同数の時は、議長がこ
れを決する。

第 16 条　３　理事会の議決は、出席理事の
過半数で決し、可否同数の時は、議長がこ
れを決する。（削除）

※�第 10 条（3）の郷人会長、地区県人会長、同窓会長の理事会費につきましては細則である
年会費規則に別途定めることとなっております。

今後とも本会のご支援を賜ります様よろしくお願いいたします。

（ 6 ）



東
京
新
潟
県
人
会
第
１
１
６
回
総

会
の
開
催
に
あ
た
り
開
会
の
辞
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
昨
年
歴
史
あ
る
当
会
の
第
12
代

会
長
に
ご
推
挙
頂
き
大
変
名
誉
あ
る

事
と
お
受
け
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

昨
年
の
総
会
で
皆
様
方
に
ご
挨
拶
し

そ
の
後
１
年
ぶ
り
に
お
会
い
し
嬉
し

い
限
り
で
す
。

皆
様
方
ご
承
知
の
通
り
当
会
は
新

発
田
出
身
の
大
倉
喜
八
郎
氏
が

１
８
８
０
年
（
明
治
13
年
）
に
郷
土

出
身
の
同
志
と
語
ら
い
「
北
越
親
睦

会
」
を
発
足
さ
せ
た
の
が
機
縁
と
な

り
、
１
９
１
０
年
（
明
治
43
年
）
に

設
立
さ
れ
同
氏
が
初
代
会
長
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
ご
子
息
の
大
倉
喜
七

郎
氏
が
第
２
代
に
な
り
、以
後
財
界
・

政
界
・
言
論
界
等
の
在
京
新
潟
県
人

の
有
識
者
が
歴
代
の
会
長
で
あ
り
、

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
長
年

の
歴
史
を
誇
る
当
会
も
高
齢
社
会
の

進
行
に
よ
り
会
員
の
退
会
が
増
え
て

お
り
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
常
任
委
員

会
が
中
心
と
な
り
新
規
会
員
の
獲
得

に
努
力
し
て
お
り
ま
す
が
な
か
な
か

難
し
い
状
況
で
す
。
県
人
会
の
基
本

理
念
で
あ
る
『
郷
土
愛
で
繋
が
る
人

の
和
』「
友
愛
と
協
調
」「
ふ
る
さ
と

へ
の
架
け
橋
」
に
基
づ
き
新
潟
県
及

び
県
内
市
町
村
と
の
交
流
を
図
っ
て

郷
土
の
活
性
化
に
寄
与
し
た
い
と
思

い
ま
す
。。
県
内
に
は
多
数
の
企
業

が
あ
り
、
東
京
圏
に
進
出
し
て
い
る

企
業
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
今
後
は

企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
県
人
会
と
企
業
が
ウ
イ
ン
ウ
イ
ン

の
関
係
に
な
り
両
者
の
発
展
を
図
る

よ
う
企
画
し
て
い
ま
す
。
県
人
会
の

継
続
と
発
展
に
は
今
迄
以
上
の
努
力

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
県
人
会
の

HP
も
内
容
が
充
実
し
て
閲
覧
数
も
増

加
し
て
い
ま
す
し
、
会
員
各
位
の
ご

提
案
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。
我
々
は
他
県
県
人
会
に
な
い
東

京
新
潟
県
人
会
館
と
い
う
立
派
な
施

設
を
保
有
し
て
い
ま
す
。
会
館
の
大

ホ
ー
ル
と
会
議
室
を
有
効
に
活
用
し

新
潟
県
人
会
の
益
々
の
発
展
を
目
指

し
て
参
り
ま
す
。

新 副 会 長新監事

こ
の
度
、
県
人
会
常
務
理
事
、
広
報
委
員
会
、
財
団
理
事
に
参

加
さ
せ
て
頂
く
中
、
村
山
副
会
長
に
推
薦
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
を

大
変
光
栄
に
思
い
、
喜
ん
で
お
引
き
受
け
い
た
し
ま
し
た
。
伝
統

あ
る
東
京
新
潟
県
人
会
の
更
な
る
発
展
と
健
全
な
運
営
と
財
政
基

盤
の
強
化
に
努
め
、
会
員
（
法
人
・
個
人
）
増
強
、
イ
ベ
ン
ト
を

増
や
し
、
新
潟
県
民
に
限
ら
ず
日
本
国
民
の
見
本
と
な
る
魅
力
あ

る
東
京
新
潟
県
人
会
を
目
指
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
県
人
会
の
理
念
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
へ
の
架
け
橋
」
を
渡
す

旗
振
り
役
を
精
一
杯
務
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

新潟越後獅子の会 会長
東京松代会 副会長
山平会 会長
株式会社パル・オネスト 取締役会長

齋
藤　

信
夫

〈
十
日
町
市
出
身
〉

東
京
新
潟
県
人
会
会
員
の
高
齢
化
、
会
員
の
減
少
等
課
題
が
山

積
の
中
副
会
長
と
言
う
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
足
三
足
の
足
枷
が
あ
り
ま
す
が
、
諸
先
輩
方
・
会
員
の
皆
様

の
ご
支
援
を
頂
き
更
な
る
発
展
の
為
に
役
割
を
は
た
し
て
ま
い
り

ま
す
。

日成ライフ（株） 代表取締役
ＮＰＯ法人
  ライフパートナーズ 副理事長
東京糸魚川会 副会長

水
澤　

聰
允

〈
糸
魚
川
市
出
身
〉

今
回
の
総
会
に
於
い
て
、二
年
に
一
度
の
副
会
長
改
選
が
あ
り
、

私
は
選
挙
推
薦
特
別
委
員
で
し
た
。
県
人
会
組
織
は
女
性
役
員
不

足
も
あ
り
、
今
ま
で
に
な
い
人
材
確
保
が
大
き
な
課
題
で
し
た
。

私
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
一
人
で
し
た
。
し
か
し
家
庭
の
事
情
に
よ
り

時
間
的
制
約
も
あ
り
ま
す
。
県
人
会
で
音
楽
を
通
し
て
「
元
気
に

楽
し
く
生
き
抜
く
力
！
」
を
お
伝
え
し
た
い
、
大
好
き
な
故
郷
の

お
役
に
立
て
る
な
ら
と
、
お
引
き
受
け
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
新
し
い
県
人
会
の
在
り
方
を
皆
様
と
共
に
歩
み
、
楽
し

く
元
気
に
活
動
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

東京三條会 事務局長
「同好会」元気のでる歌の会 会長
小さな手の会音楽教育研究所 所長

宮
田　

タ
マ
恵

〈
三
条
市
出
身
〉

総
会
御
挨
拶

�

第
12
代
会
長
　
宮
田  

亮
平

は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
度
、
監
事
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
本
田

と
申
し
ま
す
。
お
話
を
伺
っ
た
際
に
は
、
一
兵
卒
と
し
て
活
動
し
た

期
間
も
な
い
ま
ま
、
入
会
直
後
に
役
職
を
拝
命
す
る
こ
と
に
躊
躇

い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
天
よ
り
賜
っ
た
ご
縁
と

受
け
止
め
、
私
心
を
捨
て
て
お
引
き
受
け
し
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
職
責
を
誠
実
に
果
た
し
、
少
し

で
も
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後

と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
田　

隆
志

〈
新
潟
市（
旧
豊
栄
市
）出
身
〉

本田隆志税理士
  事務所 所長（税理士）
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地区県人会・郷人会だより

城
下
町
新
発
田
会�

会
長　

小
野 

悦
男

第
25
回
定
時
総
会
・
懇
親
会

日
時
：
令
和
８
年
５
月
23
日（
土
）

会
場
：
東
京
新
潟
県
人
会
館　
２
階
ホ
ー
ル

本
年
か
ら
東
京
新
潟
県
人

会
に
入
会
し
ま
し
た
新
潟
県

立
安
塚
高
等
学
校
同
窓
会
東

京
支
部
を
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

安
塚
高
校
は
人
口
減
少
の

影
響
か
ら
、
２
０
１
７
（
平

成
29
）
年
に
閉
校
と
な
り
ま

し
た
。
校
舎
は
、
２
０
１
５

（
平
成
27
）
年
か
ら
高
田
高

校
安
塚
分
校
が
開
校
し
て
使

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
安
塚
分
校
も
２
０
２
４

（
令
和
６
）
年
に
閉
校
と
な

り
ま
し
た
。
安
塚
分
校
の
閉

校
に
伴
い
、
安
塚
高
校
同
窓

会
も
２
０
２
４
（
令
和
６
）

年
３
月
末
で
解
散
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
本
校
同
窓

会
は
解
散
し
ま
し
た
が
、
東

京
支
部
の
み
は
同
窓
会
活
動

を
継
続
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
36
年
間
活
動
を
続

け
て
き
た
東
京
浦
川
原
会

が
、２
０
２
６（
令
和
８
）年

３
月
末
で
解
散
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
東
京
浦
川
原

会
と
安
塚
高
校
同
窓
会
東
京

支
部
は
、
双
方
に
入
会
し
て

い
る
会
員
が
多
く
、
行
事
も

そ
れ
ぞ
れ
に
参
加
し
て
い
ま

し
た
。
東
京
浦
川
原
会
は
早

く
か
ら
東
京
新
潟
県
人
会
に

加
入
し
て
お
り
、
同
窓
会
東

京
支
部
の
会
員
も
東
京
浦
川

原
会
会
員
と
し
て
東
京
新
潟

県
人
会
の
行
事
に
参
加
し
て

い
ま
し
た
が
、
東
京
浦
川
原

会
の
解
散
に
よ
り
、
東
京
新

潟
県
人
会
の
行
事
に
参
加
す

る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
東
京
新
潟

県
人
会
と
の
連
携
を
継
続
す

る
た
め
、
今
回
、
同
窓
会
東

京
支
部
が
入
会
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し

た
が
、
東
京
支
部
は
登
録
会

員
が
１
３
７
名
で
、
毎
年
５

月
中
旬
に
総
会
・
懇
親
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
２
０
２

２
（
令
和
４
）
年
ま
で
は
、

春
と
秋
に
直
峰
ゴ
ル
フ
会
と

し
て
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
会
員
の
高

齢
化
と
遠
距
離
参
加
者
の
事

故
防
止
の
た
め
残
念
な
が
ら

中
止
と
し
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
に
代
わ
り
、
２
０
２

３
（
令
和
５
）
年
か
ら
は
年

１
回
秋
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

計
画
し
て
会
員
の
親
睦
を
深

め
て
い
ま
す
。
東
京
浦
川
原

会
が
活
動
中
は
、
歴
史
文
学

散
歩
や
故
郷
訪
問
旅
行
等
の

行
事
に
東
京
支
部
の
会
員
も

参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
残

念
な
こ
と
に
親
睦
行
事
が
少

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。東

京
新
潟
県
人
会
へ
の
入

会
を
機
会
に
、
努
め
て
多
く

の
行
事
に
参
加
し
て
、
同
郷

の
皆
さ
ん
と
の
連
携
を
深
め

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
入
会
紹
介�

新
潟
県
立
安
塚
高
等
学
校
同
窓
会
東
京
支
部

�

支
部
長　

宮
川 

敏
男

城
下
町
新
発
田
会
（
小
野

悦
男
会
長
）
で
は
、
５
月
23

日
（
土
）
に
東
京
新
潟
県
人

会
館
・
２
階
ホ
ー
ル
に
て
令

和
８
年
度
の
総
会
・
懇
親
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は

25
回
目
と
な
り
、
記
念
の
年

と
な
り
ま
す
。

当
日
は
来
賓
と
し
て
、
新

発
田
市
よ
り
渡
邉
毅
副
市

長
、
市
民
ま
ち
づ
く
り
支
援

課
見
田
賢
一
課
長
、
東
京
新

潟
県
人
会
よ
り
鈴
木
輝
雄
副

会
長
と
及
川
恒
夫
副
会
長
、

関
西
新
潟
県
人
会
よ
り
小
谷

野
達
雄
会
長
ご
夫
妻
の
６
名

が
出
席
し
、
総
数
32
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

小
野
会
長
は
挨
拶
の
中

で
、「
皆
さ
ん
は
首
都
圏
に

出
て
来
ら
れ
て
50
年
、60
年
。

本
当
に
よ
く
が
ん
ば
り
ま
し

た
」
と
努
力
を
た
た
え
、「
こ

の
会
の
魅
力
は
、
新
発
田
市

ゆ
か
り
の
人
達
が
年
代
を
越

え
て
笑
顔
で
親
し
く
交
流
が

で
き
る
こ
と
。
そ
し
て
、
ふ

る
さ
と
新
発
田
を
大
切
に
思

い
、
い
っ
そ
う
の
発
展
を
共

に
願
っ
て
い
る
こ
と
」と
し
、

会
員
の
さ
ら
な
る
健
勝
と
新

発
田
市
の
い
っ
そ
う
の
発
展

を
祈
念
し
ま
し
た
。

二
階
堂
馨
新
発
田
市
長

は
、「
城
下
町
新
発
田
会
に

は
、
首
都
圏
に
あ
っ
て
、
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
感

謝
を
述
べ
る
と
と
も
に
、「
新

発
田
市
と
首
都
圏
の
架
け
橋

と
し
て
、
い
っ
そ
う
発
展
さ

れ
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
」

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
ま

し
た
。
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第 28 回作品展　作品応募要領
　芸術・文化の向上を目指し、会員の親交を深め意義ある人生を送るための「作品展」は、一般財団
法人東京新潟県人会館主催及び東京新潟県人会共催事業の大きな柱であります。
　昨年第 27 回作品展は、多数の方々のご協力を得て 98 点の作品を出展いただき盛大に開催いたしま
した。
　令和８年度の「作品展」は、芸術文化に相応しく、錦秋の季に企画立案をいたしました。
　つきましては、下記の要領にて実施致します。
　皆様の精魂込めた作品のご応募を、心からお待ち申し上げます。
� 東京新潟県人会　会長　宮田亮平　　　
開催期間　　　令和８年 10 月 24 日（土）〜 26 日（月）　午前 11 時〜午後５時（最終日は午後３時終了）
展示会場　　　東京新潟県人会館　２階　ふれあいふるさと館ホール
応募規定　　　応募資格：新潟県出身者及び関係者
　●応募内容　　１人２点まで（１点でも可、３点以上の特例もあり）
　　応募作品及びサイズ、体裁は次の通り。
　　○絵画（油彩・水彩・水墨など）／各種工芸品　額装 60cm× 70cm以下
　　○写真（額装・パネル張り）55cm× 65cm以下
　　○書道（軸・額）55cm× 2.0 ｍ、1.0 ｍ× 70cm以下　○俳句（短冊・色紙）
　●応 募 料　　１点につき 2,000 円（２点 4,000 円、３点以降は各 1,000 円）
　●応募受付　　令和８年８月 31 日（月）までに申込書を記入の上、事務局へ提出してください。
　　　　　　　　（申込書のない作品は展示できません）
　●事 務 局　　〒 110-0005　東京都台東区上野 1-13-6 東京新潟県人会
　　　　　　　　Tel：03-3832-7619　Fax：03-3832-7639
　●搬入・搬出　作品は出品者が額装し、10 月 23 日（金）11 時〜14 時までに搬入してください。
　　　　　　　　宅急便は 10 月 22 日（木）に届けてください。
　　　　　　　　撤収は 10 月 26 日（月）15 時から行いますので、速やかに搬出してください。
　　　　　　　　運送費、梱包費は各自ご負担願います。
　　　　　　　　宅急便で返送をご希望の方は、返送伝票（着払い）を添付をしてください。

題名−１
絵画  ・  写真  ・  書道  ・  色紙  ・  俳句
短歌  ・  各種工芸  ・  手作り作品
（サイズ（cm）：縦（H）　　　横（W）　　　奥行（D）

題名−２
絵画  ・  写真  ・  書道  ・  色紙  ・  俳句
短歌  ・  各種工芸  ・  手作り作品
（サイズ（cm）：縦（H）　　　横（W）　　　奥行（D）

氏
ふり

名
がな 作品の搬入出の方法

持ち込み　・　持ち帰り　・　宅急便、返送用伝票を添付

〒
住所

出身地　　新潟県　　 本部会員　・　会員外
地区県人会会員　　　
郷人会会員・同窓会会員

TEL
FAX

撮影地 年月（写真のみ）
1）
2）

前回応募
・

前回応募せず

外装寸法
を記す

外装寸法
を記す

申込書（きりとり）

第２８回　作品展申込書（３点以上お申込みの方はコピーしてご利用下さい）

（ 9 ）



事務局からのお知らせ

会員名 出身地 紹介者

大倉　三幸 柏崎市高柳町 ( 岡野町 )

小林 直治 ( 五頭岳大 ) 阿賀野市

野口 明雄 東京都 林 一雄

宮島 篤 糸魚川市寺島 水澤 聰允

小野 健一 糸魚川市 水澤 聰允

５
月
度
会
館
利
用
状
況

１
日
㈮	

草
木
短
歌
会

	
	

直
江
津
高
校
同
窓
会
関
東
支
部

５
日
㈫	
山
平
会

６
日
㈬	
明
話
会

７
日
㈭	

お
け
さ
ク
ラ
ブ

８
日
㈮	

草
木
短
歌
会

	
	

歌
声
ク
ラ
ブ

	
	

広
報
委
員
会

９
日
㈯	

城
下
町
新
発
田
会

	
	

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
未
来
構
想
戦
略
フ
ォ
ー
ラ
ム

	
	

新
潟
大
学
理
学
部
首
都
圏
同
窓
会

	
	

加
茂
農
林
高
等
学
校
同
窓
会
東
京
支
部

	
	

新
潟
大
学
青
松
会
首
都
圏
支
部

	
	　

第
１
回
理
事
会

10
日
㈰	

東
京
中
之
口
会

	
	

全
日
本
Ｊ
Ｉ
Ｓ
畳
床
工
業
協
同
組
合

	
	

佐
渡
お
け
さ
踊
り
隊

	
	

村
上
高
校
同
窓
会
関
東
支
部

	
	

若
波
会

	
	

台
東
新
潟
県
人
会

11
日
㈪	

第
四
北
越
銀
行

12
日
㈫	

会
員
委
員
会

	
	

メ
デ
ィ
コ
ム
ジ
ャ
パ
ン

	
	

三
洋
電
機
洋
友
会

	
	

正
副
会
長
会
常
務
理
事
会

	
	

渉
外
委
員
会

	
	

総
務
委
員
会

13
日
㈬	

テ
ネ
シ
ー
州
大
学
連
合（Y

H

）

	
	

文
化
委
員
会

	
	

卓
話
の
時
間

	
	

新
潟
大
学
首
都
圏
同
窓
会

14
日
㈭	

テ
ネ
シ
ー
州
大
学
連
合（Y

H

）

	
	

（
一
社
）国
際
環
境
研
究
協
会

	
	

ジ
ャ
パ
ン
エ
ナ
ジ
ッ
ク
㈱

	
	

ふ
る
さ
と
上
越
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

15
日
㈮	

テ
ネ
シ
ー
州
大
学
連
合（Y

H

）

	
	

（
一
社
）国
際
環
境
研
究
協
会

16
日
㈯	

長
岡
農
業
高
校
同
窓
会
東
京
支
部

	
	

山
平
会

	
	

村
上
高
校
同
窓
会　

星
和
会

	
	

加
茂
農
林
高
等
学
校
同
窓
会
東
京
支
部

	
	

東
京
六
華
会

	
	

シ
ャ
ト
ル
の
会

	
	

東
京
松
代
会

17
日
㈰	

新
潟
大
学
歯
学
部
同
窓
会
東
京
支
部

	
	

（
一
社
）OCT

O
PU
S

	
	

お
け
さ
友
愛
会

	
	

小
千
谷
高
校
舟
陵
会

	
	

台
東
新
潟
県
人
会

18
日
㈪	

テ
ネ
シ
ー
州
大
学
連
合（Y

H

）

19
日
㈫	

テ
ネ
シ
ー
州
大
学
連
合（Y

H

）

	
	

登
石
記
代
ア
ッ
プ
ス
タ
イ
ル
研
究
会

	
	

三
洋
電
機
洋
友
会

	
	

根
津
万
寿
夫

20
日
㈬	

テ
ネ
シ
ー
州
大
学
連
合（Y

H

）

	
	

一
般
社
団
法
人
日
本
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会

	
	

ヨ
ネ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

	
	

健
康
散
歩
の
会

21
日
㈭	

第
四
北
越
銀
行

	
	

ヨ
ネ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

	
	

テ
ネ
シ
ー
州
大
学
連
合（Y

H

）

	
	

元
気
の
出
る
歌
の
会

22
日
㈮	

財
団　

評
議
員
会

	
	

首
都
圏
在
住
関
川
村
人
会

	
	College of W

ooster

（Y
H

）

23
日
㈯	

（
一
財
）台
湾
協
会

	
	

よ
も
ぎ
会

	
	

第
116
回
東
京
新
潟
県
人
会　

総
会

	
	

東
京
片
貝
会

	
	

村
松
高
等
学
校
東
京
同
窓
会

	
	

城
下
町
新
発
田
会

24
日
㈰	

首
都
圏
佐
渡
連
合
会

	
	

（
一
社
）OCT

O
PU
S

	
	

東
京
良
寛
会

	
	

南
魚
沼
ふ
る
さ
と
会

	
	

東
京
吉
川
会

	
	College of W

ooster

（Y
H

）

25
日
㈪	

テ
ネ
シ
ー
州
大
学
連
合（Y

H

）

	
	

首
都
圏
え
ち
ご
蒲
原
会

	
	

（
一
財
）台
湾
協
会

	
	

北
条
中
学
同
級
会

	
	

お
け
さ
ク
ラ
ブ

	
	

財
務
委
員
会

26
日
㈫	

テ
ネ
シ
ー
州
大
学
連
合（Y

H

）

	
	

三
洋
電
機
洋
友
会

	
	JCC

ソ
フ
ト
株
式
会
社

	
	

財
団
理
事
会

	
	

新
潟
日
報
社

27
日
㈬	College of W

ooster

（Y
H

）

	
	

テ
ネ
シ
ー
州
大
学
連
合（Y

H

）

28
日
㈭	

テ
ネ
シ
ー
州
大
学
連
合（Y

H

）

	
	

桂
歌
助　

一
笑
会

29
日
㈮	

新
日
本
商
工
株
式
会
社

	
	

花
實
短
歌
会

	
	

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

	
	　

330-A

地
区 

薬
物
乱
用
防
止
委
員
会

	
	

東
京
津
南
郷
会

30
日
㈯	

小
千
谷
高
校
舟
陵
会

	
	

村
松
高
校
東
京
同
窓
会

	
	

あ
み
ぐ
る
み

31
日
㈰	

ミ
デ
ィ
ア
ム
シ
ッ
プ
練
習
会

	
	

東
京
中
之
口
会

	
	

全
日
本
Ｊ
Ｉ
Ｓ
畳
床
工
業
協
同
組
合

	
	

業
種
間
交
流
会

ク
ラ
ブ
活
動
の
ご
案
内

◎
お
け
さ
ク
ラ
ブ

代
表
：
河
野 

テ
ル
子

問
い
合
わ
せ
：
０
９
０-

５
２
０
９-

６
２
３
９

日
時
：
７
月
６
日（
月
）13
時
30
分
か
ら

会
場
：
県
人
会
館
２
階
ホ
ー
ル

日
時
：
７
月
23
日（
木
）13
時
30
分
か
ら

会
場
：
県
人
会
館
２
階
ホ
ー
ル

◎
歌
声
ク
ラ
ブ

代
表
：
柳 

政
直

問
い
合
わ
せ
：
０
９
０-

３
５
４
４-

３
７
６
８

日
時
：
７
月
10
日（
金
）14
時
か
ら

会
場
：
県
人
会
館
２
階
ホ
ー
ル

※�

毎
月「
第
２
週
目
金
曜
日
」に
実
施
予
定
で
す
。

◎
元
気
の
出
る
歌
の
会

代
表
：
宮
田 
タ
マ
恵

問
い
合
わ
せ
：
０
８
０-
６
５
４
６-

４
３
９
４

日
時
：
７
月
16
日（
木
）13
時
30
分
か
ら

会
場
：
県
人
会
館
２
階
ホ
ー
ル

※�

毎
月「
第
３
木
曜
日
」に
実
施
予
定
で
す
。

新入会員のご紹介５月分新入会員のご紹介５月分（敬称略）（敬称略）
（出身地は合併前の名称も使っています）

県
人
会
・
郷
人
会
の
動
き

◎
東
京
阿
賀
町
会

親
睦
交
流
会

　
会
長
：
阿
部 

征
男

　
日
時
：
令
和
８
年
７
月
５
日（
日
）11
時
30
分

　
会
場
：
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

　
電
話
：
０
３-

３
８
１
３-

３
２
１
１

◎
東
京
台
東
新
潟
県
人
会

総
会
・
懇
親
会

　
会
長
：
小
林 

英
典

　
日
時
：
令
和
８
年
７
月
12
日（
日
）11
時

　
会
場
：
吉
池
食
堂

　
電
話
：
０
３-

３
８
３
６-

０
４
４
５

◎
首
都
圏
在
住
関
川
村
人
会

納
涼
会

　
会
長
：
河
内 

廣
治

　
日
時
：
令
和
８
年
７
月
18
日（
土
）12
時

　
会
場
：
東
京
新
潟
県
人
会
館  

２
階
ホ
ー
ル

　
電
話
：
０
３-

３
８
３
２-

７
６
１
９
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７月の「卓話の時間」開催予告９月の「卓話の時間」開催予告

映
像
の
力
と
物
語
の
重
み
が

ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

戊
辰
戦
争
で
維
新
政
府
軍

に
敗
れ
た
長
岡
藩
は
、
そ
の

日
の
糧
に
も
事
欠
く
悲
惨
な

状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
折
、
分
家
の
三
根
山
藩
か

ら
百
俵
の
米
が
届
け
ら
れ
ま

し
た
。
藩
士
た
ち
は
当
然
な

が
ら「
早
く
分
け
て
ほ
し
い
」

と
願
う
が
、
虎
三
郎
は
こ
の

米
を
分
配
せ
ず
、
学
校
設
立

の
資
金
と
し
て
換
金
す
る
こ

と
を
決
断
。「
早
く
、
米
を

分
け
ろ
」
と
い
き
り
立
つ
藩

士
た
ち
に
向
か
っ
て
こ
う
語

り
か
け
る
。「
こ
の
米
を
一

日
か
二
日
で
食
い
つ
ぶ
し

て
、あ
と
に
何
が
残
る
の
だ
。

国
が
興
る
の
も
滅
び
る
の

も
、
町
が
栄
え
る
の
も
衰
え

る
の
も
、
全
て
人
に
あ
る
。

こ
の
百
俵
の
米
を
基
に
し
て

学
校
を
建
て
た
い
の
だ
。
こ

の
百
俵
は
、
今
で
こ
そ
只
の

百
俵
だ
が
、
後
年
に
は
一
万

俵
に
な
る
か
、
百
万
俵
に
な

る
か
、
計
り
し
れ
な
い
尊
い

も
の
に
な
る
の
だ
。
そ
の
日

暮
ら
し
で
は
、
長
岡
は
立
ち

上
が
れ
な
い
ぞ
。
あ
た
ら
し

い
日
本
は
生
ま
れ
な
い
ぞ
。

…
…
」

「
教
育
こ
そ
百
年
の
大
計
、

人
物
を
創
れ
！
」
怒
り
を
あ

ら
わ
に
す
る
藩
士
た
ち
を
前

に
、
虎
三
郎
は
死
を
覚
悟
し

て
信
念
を
貫
い
た
。

彼
は
藩
士
た
ち
に
向
か
っ

て
静
か
に
、
し
か
し
力
強
く

語
り
か
け
る
。
映
像
の
中
で

語
ら
れ
る
虎
三
郎
の
言
葉

に
、
参
加
者
の
多
く
が
深
く

頷
ず
い
て
い
た
。
視
聴
後
の

意
見
交
換
で
は
、「
今
の
時

代
に
も
通
じ
る
話
だ
」「
苦

し
い
時
こ
そ
先
を
見
据
え
る

大
切
さ
を
感
じ
た
」「
教
育

へ
の
投
資
は
決
し
て
裏
切
ら

な
い
と
い
う
言
葉
が
胸
に
響

い
た
」
な
ど
、
率
直
で
温
か

い
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

小
林
虎
三
郎
は
明
治
10

年
、
50
歳
で
病
没
し
た
。
し

か
し
彼
の
残
し
た
「
国
が
興

る
の
も
町
が
栄
え
る
の
も
、

こ
と
ご
と
く
人
に
あ
る
」
と

い
う
信
念
は
、
現
代
の
日
本

に
お
い
て
も
少
し
も
色
あ
せ

て
い
な
い
。

今
回
の
視
聴
会
は
、
そ
の

精
神
を
改
め
て
胸
に
刻
む
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

映
画「
米
百
俵
」視
聴

卓
話
者
：
三
条 

和
男 

氏
（
総
務
委
員
）

・
日
時
：
令
和
８
年
５
月
13
日
（
水
）

・
場
所
：
東
京
新
潟
県
人
会
館　

２
階
ホ
ー
ル

第
66
回
　「
卓
話
の
時
間
」

「
米
百
俵
」
に
込
め
ら
れ
た 

精
神
～
ビ
デ
オ
視
聴
会
報
告

「
米
百
俵
」
と
は
、
長
岡
藩

の
藩
士
・
小
林
虎
三
郎
が
、

見
舞
い
と
し
て
贈
ら
れ
た
百

俵
の
米
を
売
却
し
、
そ
の
資

金
を
教
育
に
充
て
た
と
い
う

故
事
で
す
。
目
先
の
困
窮
よ

り
も
人
材
育
成
を
優
先
し
た

こ
の
決
断
は
、「
苦
し
い
時

こ
そ
未
来
へ
の
投
資
が
大

切
」
と
い
う
象
徴
的
な
言
葉

と
し
て
、
今
日
ま
で
語
り
継

が
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
ビ

デ
オ
視
聴
会
に
は
、
多
く
の

会
員
が
参
加
し
、
開
始
前
か

ら
会
場
に
は
静
か
な
期
待
感

が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。
映
写

が
始
ま
る
と
、
焼
け
野
原
と

な
っ
た
長
岡
の
情
景
や
、
飢

え
に
苦
し
む
藩
士
た
ち
の
姿

が
映
し
出
さ
れ
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
は
深
く
見
入
っ
て
い

た
。
虎
三
郎
が
百
俵
の
米
を

前
に
「
教
育
こ
そ
百
年
の
大

計
、
人
物
を
創
れ
！
」
と
訴

え
る
場
面
で
は
、
会
場
の
空

気
が
一
段
と
引
き
締
ま
り
、

【卓話者】

【テーマ】

「引退へ戦い続けて30年と
故郷新潟への思い」（対談）

1979年に新潟市に生まれる/1995年４月15日長与千種に師事し、
日本女子プロレス史上最年少（当時）となる15歳でデビュー/1996
年頃　米国のWCWへ参戦/1998年４月　長与から後継者指名
を受ける/2001年12月にGAEA初の生え抜きAAAWシングル王
者となる/2006年仙台サンプラザホールにてセンダイガールズプロ
レスリングの旗揚げ/2011年８月１日新崎人生から団体運営を引き
継ぎ、自ら社長に就任/2025年４月29日引退

里村 明衣子 氏 新潟市出身（元女子プロレスラー
現センダイガールズプロレスリング
（代表取締役社長））

柳沢 　　健 氏 ノンフィクションライター /
第60回卓話の時間卓話者

■開催日：令和８年９月８日（火）
■受　付：14：30 ～　定員 70 名
■会　場：東京新潟県人会館　２階ホール
■申込み：県人会事務局（電話：03-3832-7619）
■会　費：（茶菓代）1,000 円

ふれあいふるさと館
（新潟県人会館）からのお知らせ

　２階ホールの設備とし使用いただい

ておりましたカラオケ設備の契約が終

了となりました。引き続きマイク、CD、

DVD等の使用は可能です。

　ご不便をおかけいたしますがご理解

の程よろしくお願いいたします。

� （一財）東京新潟県人会館
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正
副
会
長
会（
５
月
定
例
）

令
和
８
年
５
月
12
日（
火
）

一
、
４
月
議
事
録
確
認

二
、
議
案
事
項　

全
承
認

・
令
和
７
年
度
事
業
報
告

・
令
和
７
年
度
決
算
報
告
・

監
査
報
告

・
令
和
８
年
度
事
業
計
画

（
案
）

・
令
和
８
年
度
収
支
予
算

（
案
）

・
会
長
／
副
会
長
／
監
事
の

推
薦

・
会
則
改
正
に
つ
い
て

・
総
会
に
つ
い
て

・
各
種
役
員
等
の
改
選

・
年
会
費
規
則
の
改
訂

三
、
長
期
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確

認
合
同
理
事
会

令
和
８
年
５
月
12
日（
火
）

一
か
ら
三
迄
正
副
会
長
会
同

四
、
常
任
委
員
会
報
告

・
各
委
員
長
か
ら
活
動
報
告

五
、
報
告
事
項

・
納
涼
ま
つ
り
に
つ
い
て

・
同
好
会
報
告

財
団
評
議
員
会

令
和
８
年
５
月
22
日（
金
）

一
、
議
案
事
項

・
事
業
報
告

・
決
算
報
告
／
監
査
報
告

・
令
和
８
年
度
予
算
案

・
理
事
・
監
事
・
評
議
員
の

改
選

二
、
報
告
事
項

・
YH
家
賃
交
渉
に
関
わ
る
不

動
産
鑑
定
評
価
の
報
告

財
団
理
事
会（
５
月
定
例
）

令
和
８
年
５
月
26
日（
火
）

一
、
４
月
定
例
議
事
録
確
認

二
、
４
月
収
支
報
告

三
、
議
案
事
項

・
代
表
理
事
／
副
理
事
長
／

業
務
執
行
理
事
に
つ
い
て

・
不
動
産
評
価
報
告　

YH
家

賃
申
し
入
れ
に
つ
い
て

・
カ
ラ
オ
ケ
契
約
に
つ
い
て

　

昨
年
度
よ
り
不
採
算
事
業

今
季
さ
ら
に
経
費
が
掛
か

る
為
契
約
解
除

広
報
委
員
会（
５
月
定
例
）

令
和
８
年
５
月
８
日（
金
）

・
６
月
号
の
進
行
状
況

・
７
月
号
編
成
進
行
予
定

・
５
月
号
の
反
省

総
務
委
員
会（
５
月
定
例
）

令
和
８
年
５
月
12
日（
火
）

一
、「
会
則
の
改
定
」

二
、
第
１
１
６
回
定
時
総
会

開
催
準
備
に
つ
い
て

三
、「
卓
話
の
時
間
」
を
含

む
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

確
認

渉
外
委
員
会（
５
月
定
例
）

令
和
８
年
５
月
12
日（
火
）

一
、
渉
外
委
員
会
発
足
の
経

緯
の
共
有

二
、
正
副
委
員
長
の
互
選

三
、
広
告
、
企
業
会
員
の
現

状
の
確
認

四
、
広
告
募
集
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
決
定

五
、
広
告
、
企
業
会
員
増
強

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
修

の
方
向
性
検
討

六
、
新
潟
県
と
の
情
報
共
有

の
在
り
方
検
討

会
員
委
員
会（
５
月
定
例
）

令
和
８
年
５
月
12
日（
火
）

一
、
今
後
の
予
定
確
認

・
定
時
総
会

・
納
涼
ま
つ
り

二
、
会
員
勧
誘
に
つ
い
て

三
、
秋
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
文
化
委
員
会（
５
月
定
例
）

令
和
８
年
５
月
13
日（
水
）

一
、
作
品
展
に
つ
い
て

・
案
内
確
認

二
、
９
階
展
示
に
つ
い
て

三
、
納
涼
ま
つ
り
手
伝
い
に

つ
い
て

財
務
委
員
会（
５
月
定
例
）

令
和
８
年
５
月
25
日（
月
）

一
、
令
和
８
年
度
事
業
計
画

に
つ
い
て

二
、
令
和
７
年
度
決
算
報
告

＆
令
和
８
年
度
予
算

三
、
納
涼
ま
つ
り
実
行
委
員

選
出

会
議
・
委
員
会
報
告

7/12日 7/22水「進化する練りもの博」in銀座 利き酒体験付き「日本酒講座」

東京都中央区銀座 5-6-7
SANWAすずらん Bldg.Ｂ１階～３階・８階
TEL：03-6280-6635（代表）
HP：https://the-niigata.jp/
※各店舗の営業時間は HP等でご確認ください。

THE N IIGATA インフォメーション

T H E  N I I G ATA では「 ひと」 の魅 力を通じて新 潟をもっと知りたくなる
行きたくなるきっかけとなるイベントを開 催しています！

練り製品の開発秘話に加
え、最新商品の試食やね
りデコを体験できます。

毎回大好評！酒蔵数日本
一の新潟の日本酒につい
て、楽しく知ることがで
きます。
（月１回定期開催）

【時　　間】	 ① 12：30～ /② 16：00～（各 90分）
【講　　師】	 一正蒲鉾 株式会社　苗代　慧さん
	 　　　　　　　　　 鈴木　かさねさん
【参 加 費】	 2,000 円（お土産付き）
【お申込み】	 申込フォームから

【時　　間】	 ① 12：00～ /② 14：00～
	 ③ 16：00～（各 60分）
【講　　師】	 利き酒師の漫才師　にほんしゅ
【参 加 費】	 1,500 円（利き酒体験付き）
【お申込み】	 申込フォームから

常
務
理
事
会
は
傍
聴
で

き
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
前
日
ま
で
に
事
務
局

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
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の
広
が
り
に
つ
な
が
る
こ
と
な

ど
、
村
山
政
利
共
同
代
表
幹
事
に

よ
る
丁
寧
な
説
明
が
な
さ
れ
ま

す
。

　

そ
の
後
、
恒
例
の
自
己
紹
介
・

ビ
ジ
ネ
ス
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
田
原
弘
志
共
同
代
表
幹
事
は

「
皆
さ
ん
が
声
を
か
け
合
っ
て
く

だ
さ
ら
な
け
れ
ば
、
こ
の
人
数
は

集
ま
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
あ
り
が

た
い
。
そ
し
て
こ
の
会
を
、
ぜ
ひ

皆
さ
ん
自
身
の
手
で
育
て
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
語
り
、
会
場
に
温

か
い
共
感
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
「
ま
つ
だ
い
早
稲
田
じ
ょ

ん
の
び
ク
ラ
ブ
」
か
ら
参
加
し
た

学
生
さ
ん
３
名
が
若
い
視
点
で
自

己
紹
介
や
十
日
町
市
松
代
地
区
で

の
活
動
を
披
露
す
る
と
、
温
か
い

拍
手
と
歓
声
が
上
が
り
、
世
代
を

超
え
た
交
流
の
豊
か
さ
を
あ
ら
た

め
て
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
交
流
会
を
特
別
な
も
の

に
し
た
の
が
、
立
教
大
学
名
誉
教

授
・
濁
川
孝
志
氏
を
ゲ
ス
ト
に
迎

え
た
講
演
で
す
。
演
題
は
「
想
い

が
現
実
を
創
る　

～
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
な
科
学
か
ら
見
え
て
来
た
こ

と
～
」。
霊
性
（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

リ
テ
ィ
）
と
は
宗
教
の
枠
を
超
え

た
普
遍
的
な
エ
ッ
セ
ン
ス
で
あ

り
、
①
宇
宙
の
成
り
立
ち
、
②
超

越
的
存
在
と
の
繋
が
り
、
③
生
き

る
上
で
の
規
範
、
こ
の
三
つ
を
理

解
し
た
と
き
に
得
ら
れ
る
価
値
観

こ
そ
が
「
霊
性
」
だ
と
濁
川
先
生

は
説
か
れ
ま
し
た
。『
星
野
道
夫

の
作
品
』
を
引
き
な
が
ら
、
悠
久

の
自
然
の
営
み
に
畏
怖
を
覚
え
、

樹
木
や
山
や
川
に
ま
で
神
性
を
感

じ
取
る
昔
の
人
の
ア
ニ
ミ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
感
性
こ
そ
、
霊
性
の

顕
わ
れ
だ
と
語
る
場
面
で
は
、
会

場
に
深
い
静
け
さ
が
広
が
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
映
画
『
地
球
交
響
曲
』

の
龍
村
仁
監
督
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト

リ
ー
を
通
じ
、
自
然
か
ら
の
学
び

が
人
の
価
値
観
と
霊
性
を
い
か
に

育
む
か
を
示
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。「
誰
が
見
て
い
な
く
て
も
お

天
道
様
が
見
て
い
る
」「
日
々
生

か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
を
感

じ
る
」「
利
他
の
行
い
に
喜
び
を

感
じ
る
」。
そ
う
し
た
感
性
こ
そ

が
、
大
い
な
る
も
の
に
見
守
ら
れ

『
生
か
さ
れ
て
い
る
』
と
い
う
感

覚
に
つ
な
が
る
と
先
生
は
語
り
、

普
段
の
忙
し
い
日
常
の
な
か
で
は

な
か
な
か
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る

こ
と
の
で
き
な
い
、
生
き
る
こ
と

の
本
質
に
触
れ
る
、
誠
に
有
意
義

な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

業
種
間
交
流
会
は
、
新
潟
県
と

い
う
共
通
の
繋
が
り
だ
か
ら
こ

そ
、
信
頼
が
生
ま
れ
る
会
で
す
。

毎
回
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
迎
え

て
、
少
し
で
も
参
加
者
の
為
に
な

る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
年
に

数
回
の
東
京
新
潟
県
人
会
の
集
ま

り
だ
け
で
な
く
、
こ
う
い
っ
た
同

好
会
に
出
席
す
る
こ
と
で
、
少
し

で
も
ビ
ジ
ネ
ス
や
人
生
の
豊
か
さ

に
な
れ
ば
と
同
好
会
役
員
一
同
考

え
て
い
ま
す
。

　

講
演
後
の
懇
親
会
で
は
、
濁
川

先
生
を
囲
ん
で
参
加
者
と
の
対
話

が
自
然
と
広
が
り
ま
し
た
。「
こ

ん
な
に
多
様
な
人
た
ち
が
新
潟
を

軸
に
集
ま
っ
て
い
る
と
は
」
と
先

生
ご
自
身
も
目
を
細
め
て
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
の
が
、
た
い
へ
ん
印
象

的
で
し
た
。

　

和
や
か
な
歓
談
の
場
で
も
話
題

は
尽
き
る
こ
と
な
く
、
参
加
者
そ

れ
ぞ
れ
が
新
た
な
出
会
い
と
気
づ

き
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
新
潟
と

い
う
共
通
の
縁
を
胸
に
、
異
な
る

業
種
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
た

ち
が
刺
激
し
合
い
、
学
び
合
い
、

そ
し
て
笑
い
合
う
―
―
そ
ん
な

午
後
の
ひ
と
と
き
の
記
憶
が
、
ま

た
ひ
と
つ
積
み
重
な
り
ま
し
た
。

�

（
文
・
写
真
：
広
報
・
そ
の
江
）

　

今
回
の
参
加
者
は
過
去
最
高
と

な
る
43
名
を
数
え
、
新
し
い
顔
ぶ

れ
も
随
分
と
増
え
る
な
ど
、
会
の

広
が
り
と
勢
い
を
あ
ら
た
め
て
感

じ
さ
せ
る
充
実
の
ひ
と
と
き
と
な

り
ま
し
た
。

　

本
交
流
会
は
、
東
京
新
潟
県
人

会
の
同
好
会
と
し
て
、
村
山
政
利

共
同
代
表
幹
事
、
田
原
弘
志
共
同

代
表
幹
事
の
も
と
で
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。
官
公
庁
、
士
業
、
建
設

業
、
農
業
、
コ
ン
サ
ル
業
、
技
術

職
、
学
生
に
い
た
る
ま
で
、
業
種

の
異
な
る
新
潟
県
ゆ
か
り
の
若
い

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
が
一
堂
に
会

し
、
互
い
の
知
見
や
人
脈
を
分
か

ち
合
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
故

東
條
玉
英
氏
の
ご
努
力
も
あ
り
13

年
の
月
日
を
数
え
、
今
回
で
37
回

目
と
な
り
ま
し
た
。

　

回
を
重
ね
る
ご
と
に
参
加
者
の

顔
ぶ
れ
も
厚
み
を
増
し
、
こ
の
会

な
ら
で
は
の
温
か
い
空
気
が
会
場

に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

　

会
の
前
半
に
は
、
東
京
新
潟
県

人
会
の
成
り
立
ち
や
、
故
郷
を
同

じ
く
す
る
仲
間
だ
か
ら
こ
そ
支
え

合
え
る
素
晴
ら
し
さ
、
そ
し
て
こ

の
同
好
会
の
存
在
が
各
々
の
仕
事

　

日
時
：
５
月
31
日
（
日
）
14
時
～
19
時
30
分
（
17
時
～
懇
親
会
）

　

場
所
：
ふ
れ
あ
い
ふ
る
さ
と
館
（
県
人
会
館
２
階
ホ
ー
ル
）

　

ゲ
ス
ト
講
演
：
濁
川 

孝
志
氏
（
立
教
大
学
名
誉
教
授
）

第
37
回  

新
潟
県
を
縁（
ゆ
か
り
）と
す
る
業
種
間
交
流
会

【
同
好
会
】

（ 13 ）



粟島浦村

村上市

関川村胎内市
聖籠町

新発田市
阿賀野市

五泉市 阿賀町

新潟市

加茂市

田上町弥彦村
燕市

三条市見附市出雲崎町

刈羽村

柏崎市
長岡市

小千谷市 魚沼市

南魚沼市
十日町市

津南町

湯沢町

上越市

妙高市
糸魚川市

佐渡市

市
町
村

だ
よ
り

第
２
８
４
回

ふ
る
さ
と
新
潟

７
エ
リ
ア
に

点
在
し
て
い
る

色
々
な
情
報
を

お
届
け
し
ま
す

新潟市
北区 東区 中央区 江南区
秋葉区 南区 西区 西蒲区

佐
渡

佐
渡
島
エ
リ
ア

中
越
１

長
岡
・
柏
崎
エ
リ
ア

「
道
の
駅
パ
テ
ィ
オ
に
い

が
た
」が
リ
ニュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン�

（
見
附
市
）

◎
見
附
市
で
は
、市
内
外
か

ら
来
場
者
が
集
ま
る
人
気
ス

ポ
ッ
ト「
道
の
駅
パ
テ
ィ
オ

に
い
が
た
」を
今
年
４
月
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
地
元
で
も
お
馴
染

み
の
ス
ー
パ
ー
マ
ル
イ
と
大

衆
焼
肉
き
ら
く
が
共
同
運
営

者
と
な
っ
た
こ
と
で
、農
産

物
直
売
所「
健
幸
め
っ
け
」の

商
品
が
充
実
し
、新
鮮
な
肉

類
・
惣
菜
が
楽
し
め
る「
き
ら

く
横
丁
」や
焼
き
肉
レ
ス
ト

ラ
ン
が
開
店
し
ま
し
た
。

◎
当
施
設
は
２
０
０
４
年
の

水
害
に
よ
り
刈
谷
田
川
が
破

堤
し
、河
川
改
修
で
発
生
し

た
用
地
に
整
備
さ
れ
た
防
災

公
園
の
中
に
、２
０
１
３
年

８
月
に
オ
ー
プ
ン
。
広
大
な

芝
生
広
場
で
は
、こ
ど
も
達

が
自
由
に
遊
ぶ
こ
と
が
で

き
、今
後
は
大
型
遊
具
の
設

置
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、デ
イ
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
、

そ
の
場
で
道
具
を
レ
ン
タ
ル

し
て
Ｂ
Ｂ
Ｑ
も
楽
し
め
ま

す
。

◎
季
節
を
問
わ
ず
、い
つ
来

て
も
何
度
来
て
も
楽
し
め
る

道
の
駅
で
す
。
ぜ
ひ
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ：見
附
市
農
林
創
生
課

☎
０
２
５
８-

６
２-

１
７
０
０

◎
東
京
で
ご
は
ん
専
門
店

「
お
ひ
つ
膳 

田
ん
ぼ
」を
営

む
岡
野
さ
ん
が
中
心
と
な
っ

て
制
作
さ
れ
る
棚
田
ア
ー
ト

で
す
。

◎
松
之
山
温
泉
か
ら
車
で
20

分
程
の
山
深
い
下
布
川
で
、

岡
野
さ
ん
の
関
係
者
や
地
元

住
民
と
が
協
力
し
て
毎
年
制

作
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
新
潟
県
は
棚
田
面
積
が
全

国
で
最
も
広
く
、「
つ
な
ぐ
棚

田
遺
産
」の
認
定
数
も
全
国

１
位
の「
棚
田
日
本
一
」の
県

で
す
。

◎
昨
年
を「
棚
田
み
ら
い
元

年
」と
し
、キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ

ン
ト「
に
い
が
た
棚
田
み
ら

い
創
造
会
議
」が
十
日
町
市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
将
来

に
わ
た
る
棚
田
の
維
持
保
全

や
地
域
の
持
続
的
発
展
の
た

め
、棚
田
み
ら
い
応
援
団
に

よ
る
取
り
組
み
が
今
年
も
動

き
出
し
て
い
ま
す
。

◎
美
味
し
い
お
米
が
採
れ
る

だ
け
で
な
く
、里
山
の
機
能

を
維
持
し
、美
し
い
景
観
を

も
見
せ
て
く
れ
る
棚
田
。
さ

て
、今
年
は
何
が
描
か
れ
る

で
し
ょ
う
か
。

問
合
せ：
松
代・
松
之
山
温
泉
観
光

案
内
所

☎
０
２
５-

５
９
７-

３
４
４
２

中
越
２

魚
沼
・
十
日
町
エ
リ
ア

松
之
山
の
棚
田
ア
ー
ト

～
見
て
楽
し
む
棚
田
を
き
っ
か
け
に

棚
田
の
み
ら
い
に
思
い
を
馳
せ
て

み
ま
せ
ん
か
～�（
十
日
町
市
）

「
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」が
10
回

目
を
迎
え
ま
し
た

�

（
佐
渡
市
）

◎
佐
渡
市
認
証
米「
朱
鷺
と

暮
ら
す
郷
」の
10
周
年
記
念

事
業
と
し
て
、平
成
29
年
に

始
ま
っ
た
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

が
、10
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

◎
平
成
20
年
、ト
キ
の
野
生

復
帰（
放
鳥
）に
先
立
ち
、失

わ
れ
た
生
息
環
境
を
取
り
戻

す
た
め
の
環
境
整
備
と
、佐

渡
産
米
の
高
付
加
価
値
化
の

両
立
を
目
指
し
て「
朱
鷺
と

暮
ら
す
郷
づ
く
り
認
証
制

度
」が
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

◎
佐
渡
で
お
米
を
作
る
人
た

ち
と
、佐
渡
の
お
米
を
買
っ

て
く
れ
る
人
た
ち
の
取
り
組

み
が
あ
っ
て
、今
で
は
約
５

百
羽
の
ト
キ
が
佐
渡
の
里
山

に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

◎
今
年
５
月
に
は
、本
州
初

と
な
る
、石
川
県
能
登
地
域

で
の
ト
キ
放
鳥
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

◎
佐
渡
市
で
は
、田
ん
ぼ

ア
ー
ト
を
通
し
て
、生
産
農

家
、消
費
者
ツ
ア
ー
団
体
な

ど
が
一
緒
に
田
植
え
や
稲
刈

り
を
体
験
す
る
こ
と
で
、生

き
物
を
育
む
農
法
の
理
解
促

進
や
佐
渡
米
の
フ
ァ
ン
拡
大

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ：佐
渡
市
農
業
政
策
課

☎
０
２
５
９-

６
３-

５
１
１
７

「道の駅 パティオにいがた」
 ホームページ
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下
越
１

村
上
・
新
発
田
エ
リ
ア

上
越

上
越
・
糸
魚
川
エ
リ
ア

◎
あ
じ
さ
い
が
咲
く
護
摩
堂

山
護
摩
堂
山
の
麓
に
湧
き
出

る
湯
田
上
温
泉
。
護
摩
堂
山

は
か
つ
て
多
く
の
寺
院
が
建

つ
山
岳
信
仰
の
要
所
と
し
て

発
展
し
、こ
の
山
で
修
行
を

し
て
修
験
者
た
ち
が
身
を
癒

す
た
め
に
使
っ
た
の
が
湯
田

上
温
泉
の
は
じ
ま
り
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

◎
湯
田
上
温
泉
の
開
湯
は
か

な
り
古
く
、２
８
０
年
を
超

え
る
歴
史
を
も
っ
て
い
ま

す
。そ
の
効
能
の
高
さ
か
ら
、

地
元
で
は「
薬
師
の
湯
」と
し

て
親
し
ま
れ
、土
用
の
丑
の

日
に
湯
に
入
る
と
一
年
間
無

病
息
災
で
過
ご
せ
る
と
い
う

「
丑
湯
の
日
」の
習
慣
も
あ
り

ま
し
た
。
泉
質
は
ナ
ト
リ
ウ

ム-

塩
化
物
泉
で
肌
な
じ
み

が
よ
く
、飲
用
す
る
こ
と
が

で
き
、身
体
の
中
か
ら
も
健

康
に
な
れ
る
温
泉
で
す
。

◎
湯
田
上
温
泉
に
伝
わ
る

「
一
浴
百
寿（
い
ち
よ
く
ひ
ゃ

く
じ
ゅ
）と
い
う
言
葉
は
、

「
こ
の
湯
に
入
る
と
百
歳
ま

で
長
生
き
す
る
」と
い
う
意

味
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ：
田
上
町
役
場
産
業
振
興

課☎
０
２
５
６-

５
７-

６
２
２
５

◎
妙
高
の
魅
力
が
ぎ
ゅ
っ
と

詰
ま
っ
た
妙
高
市
Ｐ
Ｒ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
ル
リ
モ
ン
」と

「
ら
い
ド
ン
」の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス

タ
ン
プ
を
販
売
中
で
す
。

◎
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
や
笹
ヶ
峰

牧
場
の
牛
、ス
キ
ー
や
温
泉
、

日
本
酒
や
コ
メ
、艸
原
祭
や

関
山
神
社
火
祭
り
な
ど
、妙

高
な
ら
で
は
の
風
景
や
文
化

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
デ
ザ
イ

ン
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。「
お

い
し
い
」「
イ
ェ
ー
イ
!!
」「
ご

ゆ
っ
く
り
～
」な
ど
、毎
日
の

ト
ー
ク
で
使
い
や
す
い
言
葉

も
そ
ろ
っ
て
お
り
、家
族
や

友
人
と
の
会
話
を
楽
し
く
彩

り
ま
す
。
か
わ
い
ら
し
い
表

情
や
ユ
ニ
ー
ク
な
ポ
ー
ズ
な

ど
、思
わ
ず
他
の
ス
タ
ン
プ

も
見
た
く
な
る
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
で
す
。
妙
高
を
知
っ
て
い

る
人
も
、ま
だ
知
ら
な
い
人

も
楽
し
め
る
全
16
種
。
１

セ
ッ
ト
１
９
０
円
・
70
コ
イ

ン（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
内
通
貨
）で

販
売
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ：妙
高
市
企
画
政
策
課

☎
０
２
５
５-

７
４-

０
０
０
４

◎
自
然
豊
か
な
阿
賀
町
上
川

の
森
に
囲
ま
れ
た
、全
国
的

に
も
珍
し
い
人
口
湿
原「
た

き
が
し
ら
湿
原
」。
春
か
ら

秋
に
か
け
て
開
園
し
て
い
る

こ
の
場
所
は
、季
節
に
応
じ

て
四
季
折
々
の
花
が
咲
き
、

五
感
を
通
じ
て
日
本
の
季
節

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
場

所
で
す
。
広
々
と
し
た
湿
原

を
縫
う
よ
う
に
整
備
さ
れ
た

遊
歩
道
を
歩
け
ば
、絵
画
の

世
界
に
自
分
自
身
も
迷
い
込

ん
だ
か
の
よ
う
に
、美
し
い

世
界
が
広
が
り
ま
す
。

◎
た
き
が
し
ら
湿
原
に
は
、

６
月
に
な
る
と
美
し
い
光
を

放
つ「
蛍
」が
姿
を
現
し
ま

す
。
や
さ
し
く
も
ど
こ
か
儚

い
蛍
の
光
が
舞
う
景
色
は
、

息
を
の
む
ほ
ど
の
美
し
さ
で

す
。
そ
ん
な
蛍
の
見
頃
は
、

７
月
中
旬
ま
で
。
阿
賀
町
で

ひ
と
夏
の
幻
想
的
な
光
の
世

界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ：阿
賀
町
農
林
課

阿
賀
町
七
名
乙
３
２
６
７
番
地
１

☎
０
２
５
４-

９
２-

５
７
６
４

下
越
２

新
潟
・
阿
賀
エ
リ
ア

◎
昨
年
12
月
に
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産「
山
・
鉾
・
屋
台

行
事
」に
追
加
認
定
さ
れ
た

村
上
大
祭
が
、７
月
６
日

（
月
）、７
日（
火
）に
行
わ
れ

ま
す
。

◎
村
上
祭
の
屋
台
行
事
は
、

西
奈
彌
羽
黒
神
社［
せ
な
み

-

は
ぐ
ろ
じ
ん
じ
ゃ
］の
例

大
祭
で
行
わ
れ
る
行
事
で
、

神
輿
の
渡
御
に
合
わ
せ
て
、

傘
鉾
・
荒
馬
と
呼
ば
れ
る
武

者
装
束
の
行
列
な
ど
と
と
も

に
、19
基
の
屋
台（
通
称
：
お

し
ゃ
ぎ
り
）が
旧
村
上
城
下

を
巡
行
し
ま
す
。
屋
台
は
、

お
囃
子
を
伴
う
二
層
二
輪
形

式
の
構
造
で
、し
ゃ
ぎ
り
屋

台
・
囃
子
屋
台
・
に
わ
か
屋
台

の
３
つ
の
形
態
が
あ
り
ま
す
。

◎
今
年
は
ユ
ネ
ス
コ
登
録
を

記
念
し
て
、７
月
５
日（
日
）

に
祝
賀
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

◎
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
村
上
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ：村
上
駅
前
観
光
案
内
所

☎
０
２
５
４-

５
３-

２
２
５
８

「
村
上
大
祭
」

�

（
村
上
市
）

県
央

弥
彦
・
燕
三
条
エ
リ
ア

「
薬
師
の
湯
」湯
田
上
温
泉

�
（
田
上
町
）

妙
高
の
魅
力
が
いっ
ぱ
い
！

「
ル
リ
モ
ン
＆
ら
い
ド
ン
」

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
販
売
中

�

（
妙
高
市
）

た
き
が
し
ら
湿
原
で
夏
の

風
物
詩「
蛍
」が
織
り
な
す

幻
想
的
な
阿
賀
の
夜
を

�

（
阿
賀
町
）

（ 15 ）



東
京
新
潟
県
人
会
旅
ク
ラ
ブ
・
東
京
白
根
会　
共
催

「
白
根
大
凧
合
戦・観
戦
ツ
ア
ー
」

　
　
日
時
：
６
月
７
日（
日
）～
８
日（
月
）　
参
加
者
：
21
名

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
300
年
の
伝

統
を
誇
る
白
根
大
凧
合
戦
は
、
６

月
４
日
を
初
日
と
し
て
５
日
間
に

わ
た
り
開
催
さ
れ
て
お
り
、
私
た

ち
が
訪
れ
た
の
は
４
日
目
で
し

た
。
こ
の
日
は
凧
揚
げ
に
絶
好
の

北
風
が
吹
き
、
す
で
に
合
戦
が
始

ま
っ
て
い
ま
し
た
。
多
く
の
大
凧

組
メ
ン
バ
ー
や
来
場
者
が
戦
い
の

行
方
を
見
守
る
中
、
各
組
は
終
了

間
際
ま
で
大
き
な
掛
け
声
と
と
も

に
堤
防
を
駆
け
抜
け
ま
す
。
畳
24

畳
分
も
の
巨
大
な
凧
が
空
高
く
舞

い
上
が
り
、
空
中
で
向
い
岸
の
大

凧
と
絡
み
合
い
、
川
に
落
ち
た
後

は
綱
を
曳
き
合
い
、
綱
が
切
れ
る

ま
で
続
く
空
中
戦
か
ら
地
上
戦
へ

と
展
開
さ
れ
る
迫
力
の
合
戦
に
、

ツ
ア
ー
参
加
者
も
固
唾
を
飲
ん
で

声
援
を
送
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
白

根
の
誇
る
伝
統
行
事
の
醍
醐
味
を

堪
能
し
ま
し
た
。

夕
刻
、
会
場
を
後
に
し
て
岩
室

温
泉
「
わ
た
や
・
め
ん
め
ん
亭
」

へ
向
か
い
、
温
泉
で
汗
を
流
し
た

後
、
交
流
懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
参
加
者
全
員
が
ツ
ア
ー
の
感

想
を
述
べ
、
約
2
時
間
の
歓
談
の

中
で
感
心
し
た
り
笑
い
合
っ
た
り

と
、
和
や
か
に
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

■
ツ
ア
ー
２
日
目

２
日
目
は
、「
新
潟
は
心
の
故

郷
で
あ
り
作
曲
の
原
点
で
あ
る
」

と
語
る
、
新
潟
を
こ
よ
な
く
愛
し

た
作
曲
家
・
遠
藤
実
の
足
跡
を
展

示
す
る
「
遠
藤
実
記
念
館
」
を
訪

れ
、
生
い
立
ち
や
ゆ
か
り
の
品
々

を
見
学
し
ま
し
た
。

昼
食
は
、通
称
「
魚
の
ア
メ
横
」

と
呼
ば
れ
る
寺
泊
市
場
通
り
へ
。

海
産
物
市
場
が
軒
を
連
ね
る
中
、

イ
カ
や
ホ
タ
テ
、
旬
の
魚
を
焼
い

た
名
物
・
浜
焼
き
を
、
浜
風
に
吹

か
れ
な
が
ら
味
わ
い
ま
し
た
。

�

（
今
回
の
旅
ク
ラ
ブ
参
加
者
・

�

及
川
恒
夫
記
）

東
京
新
潟
県
人
会
の「
旅
ク
ラ
ブ
」

で
は
、
今
年
６
月
に
東
京
白
根
会

と
共
催
し
、「
ふ
る
さ
と
を
讃
え

て 

大
凧
合
戦
を
楽
し
く
観
戦
し

よ
う
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
当
日
午
前
11
時
30

分
、
上
越
新
幹
線
「
燕

三
条
駅
」
に
集
合
し
、

新
潟
市
南
区
役
所
の
ご

厚
意
で
用
意
い
た
だ
い

た
送
迎
車
に
乗
り
、
大

凧
合
戦
会
場
へ
向
か
い

ま
し
た
。

会
場
に
入
る
前
に
、

地
元
有
志
の
皆
さ
ま
が

待
つ
昼
食
兼
懇
親
会
場

「
白
根
神
社
」
に
立
ち
寄
り
ま
し

た
。
懇
親
会
は
、
地
元
踊
り
愛
好

連
に
よ
る
白
根
凧
音
頭
な
ど
の
歓

迎
の
踊
り
で
幕
を
開
け
、
笠
原
義

宗
県
会
議
員
、
長
浜
新
潟
市
南
区

長
な
ど
か
ら
の
ご
挨
拶
、
さ
ら
に

白
根
大
凧
合
戦
協
会
・
阿
部
事
務

局
長
か
ら
、
大
凧
合
戦
の
楽
し
み

方
や
凧
の
魅
力
に
つ
い
て
の
解
説

　「
こ
む
ら
が
え
り
」

　
皆
さ
ん
は「
こ
む
ら
が
え
り
」

の
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
起
床
時
に
お
こ
り
や
す
い

「
こ
む
ら
が
え
り
」
つ
ら
い
で

す
よ
ね
。

【
原
因
】
筋
肉
の
疲
労
、
ケ
イ

レ
ン
、
冷
え
、
血
流
の
悪
化
、

ド
ロ
ド
ロ
の
血
液
、
水
分
不
足

【
対
処
】
足
を
ゆ
っ
く
り
伸
す
、

あ
た
た
め
る
（
冷
や
さ
な
い
）、

寝
る
前
に
コ
ッ
プ
一
杯
の
水
を

飲
む
、
足
を
伸
ば
し
、
足
首
を

直
角
に
曲
げ
30
秒
キ
ー
プ
（
足

の
指
を
上
に
向
け
て
）、
正
座

し
て
下
肢
の
筋
肉
を
伸
ば
す

【
予
防
】
歩
く
と
き
は
カ
カ
ト

か
ら
つ
け
る
、
立
ち
上
が
る
と

き
は
前
か
が
み
に
な
ら
ず
、

ま
っ
す
ぐ
立
つ
、
ふ
く
ら
は
ぎ

を
時
々
軟
ら
か
く
も
む
。

　
少
し
で
も
痛
み
が
や
わ
ら
ぎ

ま
す
よ
う
に
予
防
、
対
処
法
を

試
し
て
み
て
下
さ
い
。

�

（
広
報  

石
黒
）

か
ら
だ
と
心
の
豆
知
識
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◉
7
月
号
広
告
目
次

　

左
記
の
企
業
の
皆
様
に
は
大
変

な
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

新
潟
縣
人

二
〇
二
六
年
七
月
号

定
価
三
〇
〇
円 （
送
料
別
）

発
行 

東
京
新
潟
県
人
会

編
集 

東
京
新
潟
県
人
会
広
報
委
員
会

〒
一
一
〇
―
〇
〇
〇
五

東
京
都
台
東
区
上
野
一
―
十
三
―
六

電
話 

○
三（
三
八
三
二
）七
六
一
九
番

Ｆ
Ａ
Ｘ 

○
三（
三
八
三
二
）七
六
三
九
番

振
替 

〇
〇
一
六
〇（
四
）六
二
七
二
四

名
義 

東
京
新
潟
県
人
会

印
刷 

㈱D
I Palette

　
　

 �

東
京
都
中
央
区
晴
海
一
―
八
―
十 

晴
海
ア
イ
ラ
ン
ド 

ト
リ
ト
ン
ス
ク
エ
ア 

オ
フ
ィ
ス
タ
ワ
ー
Ｘ
棟
40
階

編

集

後

記

関
東
も
梅
雨
入
り
を
迎
え
ま
し

た
が
、
新
潟
で
は
田
植
え
が
ほ
ぼ

終
わ
り
、
水
を
た
た
え
た
田
ん
ぼ

に
若
苗
が
風
に
揺
れ
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
農
家
の
皆
さ
ん
は
秋

の
豊
か
な
実
り
を
願
い
な
が
ら
、

毎
日
イ
ネ
の
生
育
を
見
守
っ
て
い

ま
す
。
今
月
号
の
表
紙
は
、
五
泉

市
・
五
泉
八
幡
宮
の
「
七
夕
風
鈴

祭
り
」
で
す
。
涼
や
か
な
風
鈴
の

音
色
は
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
夏
の

訪
れ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

梅
雨
の
雨
も
ま
た
実
り
へ
の
恵

み
。
風
鈴
の
音
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
皆
様
ど
う
ぞ
健
や
か
に
夏
を

お
迎
え
く
だ
さ
い
。

�

（
広
報
委
員
長  

島
田 

光
明
）

二
幸
産
業
㈱
�
������
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表
4

第
41
回
関
東
畑
野
会
総
会
・
懇

親
会
は
、
５
月
30
日
、
庄
や
目
黒

４
０
８
店
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

出
席
者
59
名
、
年
齢
を
重
ね
て

も
達
者
な
方
々
ば
か
り
。
今
年
も

会
え
た
ね
と
握
手
す
る
な
ど
懐
か

し
さ
溢
れ
る
光
景
の
も
と
総
会
開

始
が
宣
せ
ら
れ
、
和
泉
会
長
は
、

ふ
る
さ
と
の
発
展
へ
の
協
力
と
、

首
都
圏
佐
渡
連
合
会
や
東
京
新
潟

県
人
会
の
活
動
に
参
加
し
、
仲
間

を
増
や
し
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
通

じ
て
、
若
さ
と
健
康
を
保
つ
よ
う

努
め
ま
し
ょ
う
と
挨
拶
。

次
い
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
議
事
運

び
に
よ
り
総
会
議
題
が
承
認
さ

れ
、
引
き
続
き
来
賓
挨
拶
。
佐
渡

市
長
渡
辺
竜
五
様
、
佐
渡
市
農
林

水
産
部
長
中
川
克
典
様
、
佐
渡
市

議
会
議
員
林
純
一
様
、
国
仲
商
工

会
会
長
小
田
拓
哉
様
、
佐
渡
汽
船

東
京
副
支
店
長
村
田
憲
一
様
、
元

県
議
会
議
員
佐
藤
久
雄
様
、
各
氏

か
ら
祝
辞
に
添
え
て
ふ
る
さ
と
の

ホ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
を
頂
き
ま
し

た
。
特
に
佐
渡
市
長
や
各
来
賓
の

話
は
皆
様
方
の
心
に
深
い
感
動
を

与
え
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
情
を
再

確
認
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

そ
の
後
、
懇
親
会
準
備
の
た
め

の
小
休
憩
中
に
小
倉
物
部
神
社
の

鬼
太
鼓
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
。
若
か

り
し
頃
こ
の
祭
り
の
メ
ン
バ
ー

だ
っ
た
役
員
が
、
祭
り
の
祝
儀
唄

「
木
遣
り
」
を
声
量
豊
か
に
披
露

し
、
感
動
を
与
え

ま
し
た
。
乾
杯
と

共
に
懇
親
会
に
移

行
し
、
各
テ
ー
ブ

ル
と
も
昔
話
や
近

況
交
歓
な
ど
に
花

が
咲
き
、
談
笑
の

渦
。
余
興
の
初
め

は
太
鼓
集
団
（
鼓 

々
浦
々
の
会
）
に

よ
る
胸
に
染
み
入

る
太
鼓
の
演
奏
。

そ
の
メ
ン
バ
ー
の

一
人
が
佐
渡
沢
根

出
身
の
女
性
と
の

紹
介
で
感
激
も
最

高
潮
。
次
の
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
で
は
、

全
員
が
景
品
の
佐

渡
産
品
の
干
し
ゼ

ン
マ
イ
、
干
し
椎

茸
、
梅
干
し
、
促

成
ジ
ャ
ガ
イ
モ
獲
得
に
集
中
。
続

い
て
「
佐
渡
こ
が
ね
会
」
に
よ
る

佐
渡
お
け
さ
、
両
津
甚
句
、
相
川

音
頭
の
ラ
イ
ブ
。
〆
は
佐
渡
お
け

さ
の
輪
踊
り
で
懇
親
会
も
最
高
潮

に
達
し
、
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」

を
合
唱
し
、
来
年
の
再
会
を
誓
っ

て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
を

後
に
帰
路
に
就
く
皆
様
方
は
、
非

常
に
満
た
さ
れ
た
表
情
で
、
一
瞬

若
返
っ
て
見
え
た
の
は
私
ば
か
り

で
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

�

（
事
務
局
長　

中
村
敏
夫
記
）

関
東
畑
野
会�

会
長　

和
泉 

賢
一

第
41
回
総
会
・
懇
親
会

日
時
：
令
和
８
年
５
月
30
日（
土
）

会
場
：
庄
や
目
黒
４
０
８
店
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　ホームページアドレス　https://www.honmagumi.co.jp
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TEL 03(3270)4441
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祝祝 拡大判記念号

飲
酒
は
二
十
歳
に
な
っ
て
か
ら
。
お
い
し
く
適
量
を
。

新 潟 県 長 岡 市 朝 日 880 ― 1
T E L . 0 2 5 8 （ 9 2 ） 3 1 8 1

事業継承（親族、従業員、外部）・Ｍ＆Ａ・事業再生に関わるご相談、
何なりとどうぞ‼（初回無料です）

東京新潟県人会　７月号



東
京
新
潟
県
人
会　

事
務
局
／
電
話
（
０
３
）
３
８
３
２
―
７
６
１
９　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
３
）
３
８
３
２
―
７
６
３
９

新
潟
縣
人
　
　
七
月
号（
第
八
六
三
号
）

令
和
八
年
六
月
三
十
日
印
刷
　
令
和
八
年
七
月
一
日
発
行（
毎
月
一
回
一
日
発
行
）

昭
和
三
十
二
年
一
月
十
日
第
三
種
郵
便
物
認
可
　
第
二
甲
第
九
号
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